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　　事業目的

近年、デジタル技術の急速な進展に伴い、IT分野を担う人材の育成が全国的な課題となってい

る。

沖縄県においても、デジタルコンテンツ産業やゲーム・AR技術分野への注目が高まる一方、子ど

もたちがIT・デジタル技術に触れる機会は依然として限られており、特に放課後や課外活動にお

ける実践的なIT教育の場が不足している。

こうした背景のもと、株式会社モノつくは、ARスポーツ「HADO（ハドー）」とIT教育を融合させた独

自プログラム「HADOキッズラボ」を開発・実施した。

本事業は、単なるプログラミング体験にとどまらず、身体を動かしながらテクノロジーを体感でき

るARスポーツを入口として、子どもたちが自然な形でITへの興味・関心を持てるよう設計されてい

る。

自ら考え、試行錯誤し、作品として表現するプロセスを通じて、デジタルリテラシー・創造力・表現

力・チームワーク力を育み、将来のIT人材育成に貢献することを目的とする。

「HADOキッズラボ」フライヤー



本事業は2025年6月より開始し、初期段階では教育プログラムおよび教材開発を行った。その
後、HADO ARENA豊見城を拠点として、小学生・中学生を対象とした「HADOキッズラボ」を2025
年9月より開校し、実証授業を実施した。

【プログラム内容】

　　事業内容

①教材開発

今年度は教育プログラムの質向上を重視し、独自教材の開発に注力した。

従来の教材に加え、ARスポーツ「HADO」の技術的な仕組みをわかりやすく解説した教材「HADO

の技術解説資料」を新規制作した。ARがどのような技術によって成り立っているかを、専門知識

がない子どもでも理解できるよう図解を交えて構成しており、テクノロジーへの知的好奇心を刺

激する内容となっている。

また、生徒が主体となってHADO大会の企画・運営を体験する総合キャリア学習プログラム

「HADO大会を企画・運営してみよう」を開発した。本教材は、大会の企画立案・会場設営・広報・

当日運営・振り返りまでを一貫して学べる構成となっており、企画力・協働力・広報スキル・課題

解決力など社会で必要な力を総合的に育む内容となっている。学校の探究学習・総合的な学

習の時間にも活用できるよう設計しており、次年度以降の教育機関との連携展開を見据えた教

材となっている。

教科書抜粋（ARの仕組み／HADOで使われているARの技術／



②「HADO × IT教育」プログラムの実証授業

・IT教育

デジタルツールを使ったデザインの基礎技術や、AR技術の仕組みを学び、オリジナルキャラク

ターのデザインを制作・HADOに反映。単に遊ぶだけでなく、「自分がデザインしたキャラクター

が実際のARゲームの中で動く」という体験が、創作意欲とIT技術への興味を同時に引き出す仕

組みとなっている。

・HADOアカデミージュニア

HADOトレーナー指導のもとHADOの技術・戦略を学び、店舗大会・全国大会への参加機会を提

供。スポーツとしての競技性を通じて、目標設定・練習・振り返りというサイクルを自然に身につ

ける。

2025年12月 東京都にて開催されたHADOジュニア全国大会にHADO ARENA豊見城から1チーム出場

iPadを使用しオリジナルキャラクターを作成。HADOにてキャラクターを使って対戦。



③広報活動

プログラムの認知向上を目的として、地域イベントや学校との連携を通じた広報活動を行った。

主な取り組みは以下の通り。

・Webサイトやポータルサイト、SNSでの情報発信

日程 内容 参加者数

2025年6月～
2026年2月

豊見城市内の中学校3校にて、不登校生徒や特別支援学
級の生徒を対象に、HADO体験会の無料招待。体験者に
HADOキッズラボの紹介とチラシ配布を行った。
※毎月1回

総数：約60名

2025年10月 上記の毎月無料招待している生徒を対象に、豊見城市内
の中学校2校合同で、HADO大会を開催。

約30名

2025年11月13日・
14日

「IT未来フェスタ in ResorTech EXPO2025」イベントにHADO
出展。来場者にHADOの技術解説、HADOキッズラボのチラ
シ配布を行った。

11/13(木)52組189名
11/14(金)70組260名

2026年2月21日・
22日

「沖縄セルラー感謝祭」イベントにHADO出展。
来場者に店舗の宣伝やHADOキッズラボのチラシ配布を
行った。

2/21(土)  88組297名
2/22(日) 131組405名

2025年7月～
2026年1月

沖縄県内のこどもの居場所施設を対象にHADO体験無料
招待。体験者にHADOキッズラボの紹介とチラシ配布を行っ
た。※毎月1～2回

総数：約70名

2026年2月 上記招待したこどもの居場所施設の合同HADO大会を開催 総数：約30名

・地域イベントでの広報

地域イベントへの参加や体験機会の提供を通じて、ARスポーツ「HADO」とデジタル技術を活用

したIT教育の普及活動を実施した。

イベント会場では、HADOの紹介やデジタル技術の仕組みについて説明するとともに、チラシ配

布や体験案内を行い、子どもたちがテクノロジーに興味を持つきっかけづくりを行った。

また、地域の子どもたちが実際にHADOを体験できる機会として、店舗への無料招待を実施し

た。不登校生徒や特別支援学級の生徒を対象とした体験機会も提供し、IT技術やデジタルコン

テンツに触れる機会の創出を図った。

これらの取り組みを通じて、地域の子どもたちにIT技術を活用した新しい学びの可能性を発信

するとともに、将来のIT人材育成につながる体験機会を提供した。

豊見城市内の中学校2校による合同HADO大会



実施結果は以下の通りである。

【生徒の取り組みの様子】

参加した生徒は、HADOのゲームプレイとキャラクターデザインの両方に対して高い意欲を示し、

毎回の授業を通じて積極的に取り組む姿勢が見られた。デザイン制作においては、最初はツー

ルの操作に戸惑う場面もあったが、回を重ねるごとに自分のアイデアを形にすることへの自信が

つき、「次はこういうキャラクターを作りたい」と自発的に次回への意欲を口にするようになった。

HADOの実技練習においても、トレーナーのアドバイスをもとに自分なりの戦略を考え、HADOア

カデミージュニアの生徒との合同チーム戦では、初対面の相手と連携しながら積極的にプレー

に臨んだ。試合後には自ら振り返りを行い、戦略シートに改善点を書き留めるなど、主体的な学

びの姿勢が育まれた。

【保護者からの声】

保護者からは、「毎回楽しそうに通っている」「以前より粘り強く物事に取り組むようになった」

「HADOを通じてチャレンジする力がついてきたと感じる」といった声が寄せられた。プログラムを

通じて、単なる技術習得にとどまらず、困難に立ち向かう姿勢や自己表現への積極性が育まれ

ていることが保護者の目にも見て取れており、本プログラムの教育的効果が確認された。

【教育的成果】

本プログラムを通じて、以下の成果が確認された。

① デジタルスキルの向上

　デザイン制作を通じて、デジタルツールの基本操作やデザインの基礎理解が向上。

② IT分野への興味関心の向上

　AR技術やデジタルコンテンツに触れることで、IT分野への興味関心が高まった。

③ コミュニケーション能力の向上

　チーム対戦や交流を通じて、他者と協力する力やコミュニケーション能力が向上。

④ 戦略的思考の育成

　HADOの戦術を考える活動を通じて、論理的思考や戦略的思考の育成につながった。

　　事業成果

項目 内容

HADOキッズラボ参加者数 1名（中学生）

開催回数 全24回（2025年9月～2026年2月、毎月4回実施）

実施内容 ・デザインの基礎知識
・HADOキャラクターデザイン制作
・HADO対戦実践
・アカデミー生徒との交流試合



今後は、本事業で得られた知見をもとに、以下の取り組みを進めていく予定である。

① 教育プログラムの改善

　実施結果を踏まえ、カリキュラム内容の見直しや教材の充実を図り、より効果的なIT教　育プロ

グラムとして発展させる。

② 参加者の拡大

学校や地域団体との連携を強化し、参加者の拡大を目指す。

SNS配信・ポスティング・IT関連イベント（「IT未来フェスタ」等）での宣伝活動を継続強化する。ま

た、体験会・無料開放デーの実施により、実際にHADOキッズラボを体験してもらう機会を増やし、

口コミによる認知拡大を図る。

③ 地域教育モデルとしての展開

豊見城市での取り組みをモデルケースとして、沖縄県内の他地域への展開も視野に入れ　る。

④ IT人材育成の継続的な仕組みづくり

AR・XR技術などの先端技術を活用した教育プログラムを継続的に提供し、地域におけるIT人材育

成の基盤づくりを推進する。

　　今後の展開

　　課題点

本事業の実施を通じて、以下の課題が明らかになった。

① 参加者数の拡大

HADOキッズラボの開校初年度は生徒数1名にとどまった。主な要因として、開校準備・指導体制

の整備に注力したため、プロモーション活動に割けるリソースが限られたことが挙げられる。SNS

や各イベントにてチラシ配布を実施したものの、ターゲット層への認知が十分に広がらなかった。

プログラムの内容・効果に手応えは得られており、今後は認知拡大に向けた戦略的なプロモー

ションの強化が最優先課題である。

② 指導体制の強化

現状はHADOインストラクターとデザイン講師の確保・育成が途上であり、指導体制のさらなる安

定化が必要である。生徒数の増加に対応できる体制を計画的に整えていく。

③ プログラムの認知向上

新しい教育プログラムであるため、地域や保護者への理解促進と認知向上が必要である。

④ 教育カリキュラムの体系化

デザイン教育やAR技術教育を体系的なカリキュラムとして整理し、継続的な教育プログラムとし

て確立する必要がある。


